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は じ め に

加治 ・神前 ・畠中遺跡は、近木川右岸に位置 し、縄文時代より続 く大遺跡でありま

す。

従前の調査では、畠中地区において遺構の集中する地域が確認 されておりますが、

現状の大部分は田畑 となっており、各所 に埋蔵文化財が残されていることが考え られ

ます。

今回、本遺跡の歴史の一端を明 らかにする機会に恵 まれ、また本調査報告書 として

刊行するはこびとなりましたことは、過去の人々の暮 らしを明らかにすることにおい

て有意義なことと考えます。

本書の刊行にあだりまして、皆様の文化財に対するご理解を深めていただくととも

に、文化財の保護 ・保存、研究の一助 となれば幸いに存 じます。

なお、調査並びに本書作成にあたり、関係者各位には多大なご理解、ご協力を頂き、

末筆ではありますがここに深 く感謝の意を表 します。

貝塚市教育委員会

教育長 岡 根 和 雄



例 言

1.本 書 は、 寺田利一 氏、 ㈱長谷工 コーポ レーシ ョ ンの依 頼 に よ り大 阪 府貝塚 市 新

町114-1番 地他 にお いて実施 した、 マ ンション建設 工事 に伴 う事前 発 掘調査 の概

要報告 であ る。

2.調 査 は遺構 確認調 査を平成元年11月14日 か ら11丹18日 にかけて、 本 格的発 掘 調

査 を平成2年3月15日 か ら4月24日 にかけて実施 した。 な お、 内業 調査 にっ い

て は、平成2年8月31日 に終了 した。

3.調 査 にあた って は寺田利一氏、㈱長谷工 コーポ レー ションよ り多大 な ご理解 とご

協力を賜 った。 なお、現場調査 において は㈱長谷工 コ ミュニテ ィの手を煩わせた。

ここに記 して感謝 の意 を表 す。

4.発 掘調査 は貝塚市教育委員会社会教育課、学芸員前川 浩一、三浦 基(平 成2

年4月 より)が 担当 した。

現地調査および本書作成にあたる諸作業にっいては、下記の諸氏の参加を得て実

施 したものである。

檪佐枝子 上野 元 上東 束 浦西利江 奥谷 隆 岸本由紀子

清水久子 下中良仁 田代 自子 田渕広巳 徳田宜之 中井達哉

中辻澄子 藤井記代美 古谷 務

5.本 書 の編集は三浦が担当 し、前川が補佐 した。執筆 は目次に一部明記 したが、第

2章 か ら第4章 においては三浦が担当 し、それ以外にっいては前川が担当 した。



目 次

はじめに

例 言

目 次(本 文 目次、図版 目次、 挿図目次)

第1章 調査に至る経過(前 川)F.1

第2章 位置と環境(三 浦)3

第3章 調査成果(三 浦)5

1.調 査の概要5

2.基 本層序7

3.検 出遺構8

4.出 土遺物20

第4章 ま と め(三 浦)26

1.調 査のまとあ26

2.粘 土採掘坑 について27



図 版 目 次

図 版1検 出 遺 構

調 査 区 全 景

図 版2検 出 遺 構

1.調 査 区北 部

2.調 査 区 中 央 部

図 版3剛 検 出 遺 構

1.調 査 区南 部 全 景

2.調 査 区北 部 全 景

図 版4検 出 遺 構

1:SB-1

2.同 上

図 版5.検 出 遺 構

1.SK-1、SX-1、SX-20

2.同 上

図 版6検 出 遺 構

1.SX-9

2.同 上

図 版7検 出 遺 構

1:SX-12

2. .同 上

図 版8検 出 遺 構

1.SX-16

2.同 上

図 版9出 土 遺 物

SX-9(20,21)SX-14<22)

SX-19(23)SX-16(24;25)

第3層(26～29、32)

SX-3(30)SX-12(31)

図 版10出 土 遺 物

SX-6(5)SX-12(11^14)

第3層(34～36)

挿 図 目 次

図1.貝 塚 市 遺 跡 分 布 図

図2.調 査 地 位 置 図

図3.調 査 地 概 略 図

図4.調 査 地 地 区 割 図

図5.土 層 概 略 図

図6.遺 構 配 置 図

図7.掘 立 柱 建 物SB-1

図8.土 坑SK-1、SX-20

図9.性 格 不 明 遺 構SX-9、SX-12

図10.SK-2(1,2)SX-6(3,5)

SX-7(4)出 土 土 器

図11.SX-9(6～10)SX-12(12～14)

SX-14(15;16)SX-16(17,18)

SX-19(19)出 土 土 器

図12.SX-9(20,21)SX-14(22,23)

SX-19(23)SX-16(24,25)

第3層(26～29,32)SX-3(30)

SX-12(31)出 土 土 器

図13.SX-12(34)SX-9(35)

第3層(36)出 土 遺 物

図14.第3層 出 土 土 器



第1章 調査 に至る経過

貝塚市新町114-1他 地 内に所在するぎ鋳物工場跡地約3,100㎡ 余 りの敷地内に共 同住宅

建設の開発計画が もちあがり、平成元年8月3日 付 けにて、寺田利一、㈱長谷工 コーポレー

ションより埋蔵文化財発掘届出書が提出された。

当開発予定地は大部分 が周知の遺跡外 であったが、一部加治 ・神前 ・畠中遺跡 にかか り

海岸段丘端部に位置 しているため、周辺 の調査件数 は少ない ものの、遺構 の存在が充分考

え られる地域であった。そ こで、開発計画の実施 に先立 ち、開発者 と貝塚市教育委員会 と

の間で埋蔵文化財の取扱いにっいて協議 を行い、遺構確認調査を実施 したうえで、遺構 の

存在が明 らかとなった場合 は、本格的調査を実施す ることの合意をみた。

遺構確認調査は開発計画 に基づき、平成元年11月14日 より11月18日 にか けて実施 した。

その結果、開発予定地北半部 は砂層堆積 のみが認め られ、遺構が存在 しないことが明 らか

となった。 しか し、南半部 は遺跡 マーク地 と重な り、海岸段丘部 に位置 しており、 中世 と

思われる柱穴、溝等の遺構を検出した。

この結果をもとに、再度開発者 と遺跡 の取扱いにっいて協議を重ねた結果、遺構 を検 出

した開発予定地南半部 において、工事によって破壊 を受ける部分約860㎡ にっいて本格的

発掘調査 を実施することの合意をみた。

発掘調査期間 は、平成2年3月15日 より、同年4月24日 までの約2ケ 月である。
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1.沢 新 出遺跡2.沢 海 岸遺 跡3.沢 遺跡5.長 楽 寺跡7.丸 山古 墳8.地 蔵 堂廃 寺跡9.下 新 出遺 跡

16.河 池遺 跡19.泉 州麻 生 塩 壺 出土地20.堀 遺 跡21.橋 本遺 跡22.貝 塚 寺 内町遺 跡23.加 治神 前 畠中遺

跡24.明 楽寺 跡25.沢 共 同墓地遺 跡26.沢 西 出遺 跡27.沢 海岸 北遺 跡28.沢 城 跡29.新 井鳥羽 遺跡30.新

井 ノ池遺 跡34.澱 池遺 跡35.積 善寺 城遺 跡51.窪 田遺 跡57.堤 遺跡58.小 瀬五 所 山遺跡59:石 才遺

跡60.王 子遺 跡66.脇 浜遺跡67.今 池遺 跡70.石 才南遺 跡72.地 蔵 堂遺 跡73.名 越西遺 跡75.新 井 鳥羽

北 遺跡78.沢 西遺 跡79.王 子西遺 跡80.津 田遺 跡

図t貝 塚市遺跡分布図
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第2章 位置 と環境

加治神前畠中遺跡 は、市内をほぼ縦断 し流れる近木川、岸和田市 との境界付近 を流れ る

津 田川 とに挟まれた段丘上に位置 し、近木川の右岸部分か ら海岸部府道堺阪南線付近 よ り

JR阪 和線付近 に至 る東西約1.5㎞ 、南北約1㎞ の範囲を持っ遺跡である。

近年 この地域 は都市計画道路貝塚中央線、鳥羽畠中線 の建設のほか多 くの開発の手が入

り大 きく変化 し始めようとする時期 に来 ている。そ うい った工事 に伴い調査が行われ、市

役所周辺 において古墳時代の竪穴住居址 が数棟検出されたほか平安時代の掘立柱建物など

も検出されている。

今回の調査地は海岸部 の府道堺阪南線 のす ぐ山側 に面 してお り段丘の端部分に位置する。

道路 を隔てて海側 に大 きく落ち込みを見せる地形の変化点に位置する。また、同時 に加 治

神前畠中遺跡 の端部分 と考え られている地域である。(図2)

図2.調 査地位置図
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周辺部 の遺跡と して海岸部には縄文時代～江戸時代 の生産遺跡 ・集落跡の脇浜遺跡があ

り多 くの製塩土器のほか蛸壺等の漁撈具が出土 している。また、中世以来栄えた貝塚寺 内

町遺跡が近接 している。また、紀州街道が貝塚寺内町を通 り海岸に沿 っては しる。 このよ

うな地域 に位置 していることか ら本調査地は少なか らず これ らの影響 を受 けてい ると思 わ

れ る。

現在の調査地周辺の状況 をみてみると海岸部は寺内町か ら脇浜 にかけて紀州街道沿 いに

古い町並 みを残 しっっ住宅が密集 している。住宅密集地 は除々にその範囲を増 しベ ッ ドタ

ウンとして家を求める需要が高 まっているようである。 しか し、段丘上の市役所周辺 では

住宅が増加 しているものの一部ではまだ多 くの田畑が残 る田園風景をみることもで きる。

近年本市 において も開発 の波がお しよせ、本調査のような発掘調査の件数 も増加す る こ

ととなるだ ろう。
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第3章 調査成果

1.調 査の概要

開発計画に基づき調査敷地内南東部 に幅約2m× 長 さ10mの2ケ 所、幅約2m× 長 さ約

40m1ケ 所 の合計3ケ 所の設定、試掘調査 をおこなった。(図3)

試掘調査の結果、設定 した2ケ 所 の試掘坑 より溝 ・柱穴等の遺構を検出 したため、開発

地内における遺構の性格を把握することを目的として、工事 によって破壊を受 ける部分 に

調査区を設定 し、本格的調査を実施 した。

図3.調 査地概略図
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図4.調 査地地区割図
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本調査 は南北に約50m、 東西 に約20m、 面積約860㎡ の調査区を設定 した。また、調

査区において南北 を基準とした10×10mの 区画を用い、東西 に3区 画を設 けA～C、 南北

に6区 画 を設 け1～6と した。(図4)

2.基 本層序(図5)

調査地区の現地表面 は標高10m前 後 を測

る。

調査地区における基本層序 は、現代盛土、

耕作土層下に、遺物を含む第3層 が堆積する。

この下 は遺構が検出される地山の黄褐色粘土

と礫である。 この地山を構成する粘土は礫層

の上 にのるかたちで部分 的に堆積 し、深 さが

一定 していない。本開発地は鋳物工場跡地 で

あり、調査区中央部 において工場建物基礎、

貯水槽、排水管のほか、鋳物鋳造により地表

面がかな り影響を受 けて いる。攪乱のほとん

どは、 この鋳物工場に関係するものと思われ、

鋳物 くずを投棄 した穴 も数ヵ所確認 されてい

る。基本層序の現代盛土 はこの鋳物工場 の撤

去の後 に整地 された際 にで きた堆積であ る。

地山は南か ら北へ、東か ら西に向か って緩 や

かに傾斜す る。調査区は段丘の突端部分 に位

置 しこの周辺か ら海に向かって傾斜 しは じめ

大 きく落 ち込みをみせる。

9.500m

9.000m

図5.土 層概略図
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3.検 出遺構(図6)

本調査 では調査区の ほぼ全域にわたって各種の遺構 を検出 した。掘立柱建物、溝、土坑

の他耕作土、包含層第3層 を埋土 とする性格不明遺構を多数検出 して いる。 しか し、調査

区の西北部では幅3～8m、 長 さ25mに わた り攪乱をうけてお り遺構 は検出されなかった。

以下、検 出遺構の概要を示す。

掘立柱建物SB-1(図7図 版4)

本遺構 は、B-5区 にて検出 した掘立柱建物である。柱穴 は、SD-4、SX-6に 切 られ

てお り検 出で きなかったものもあるが梁行2間 、桁行3問 以上 であ る。柱 問約1.5mで 、

棟方向 は東西方向である。掘方は平面形が隅丸方形を呈 し一辺約0.35mを 測る。柱当 は、

直径0.15mの 円形を呈する。埋土 は、灰褐色である。遺物は出土 していないが、周辺遺構

の出土遺物か ら中世時期の建物 と考えたい。

土坑SK-1(図8図 版5)

本遺構 は、A-5区 にて検出 した土坑である。調査区外に広が りをみせ ることと遺構 の

上面がSX-1とSX-20に よって切 られて全体の規模 は不明であるが検出長軸1.2mを 測る。

遺物は、土 師器、瓦器片である。

土坑SK-2

本遺構 は、A-5区 にて検出 した土坑 である。SX-1、 攪乱 に切 られてお り、 また、調

査区外へ広が るため全体の規模は不明である。遺物 は、土師器、須恵器、黒色土器、 瓦器

片が出土 している。

溝SD-1

本遺構は、A-5区 にて検出 した溝である。SX-2に 切 られるが、検出長軸3.5m、 幅0.

8mを 測る。

溝SD-2

本遺構 は、B-5区 にて検 出した溝である。一部性格不明遺構 に切 られ るが、検出長軸

4m、 最大幅0.35mを 測る。

溝SD-3

本遺構 は、B-5区 にて検出 した溝である。検出長軸2.4m、 最大幅0.25mを 測 る。SD-

1～3は その方向を同 じくしてお り、耕作時の鋤 きとり跡 と思われる。

溝SD-4

本 遺 構 は・B-5区 に て 検 出 した溝 で あ る。 検 出 長 軸3m・ 幅1mを 測 る。
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図6.遺 構 配 置 図
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図7.掘 立柱建物SB-1
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L=10.000m

1糠 鑑
3
4:嚢蓁痰魯霧簧圭SXSX:120

1:飜 驪 圭)・K-1 0 2m

』

図8.土 坑SK-1,SX-1,SX-20

一13～14一



L=10.000m

A

L=10.000m

図9.性 格不 明遺構SX-9,SX-12
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溝SD-5

本 遺 構 は、B・C-3区 に て検 出 した 溝 で あ る 。 調 査 区 外 に 広 が る た め 全 体 の 規 模 は 不

明 で あ る が 、 検 出 長 軸6m、 幅1.5mを 測 る。

溝SD-6

本 遺 構 は、B・C-3区 に て 検 出 した 溝 で あ る 。 一 部 攪 乱 に 切 られ て お り 全 体 の 規 模 は

不 明 で あ る が 、 検 出 長 軸5mを 測 る。

溝SD-7

本 遺 構 は、B・C-3区 に て 検 出 した 溝 で あ る。 検 出 長 軸6mを 測 る 。 遺 物 は 、 土 師 器 、

瓦 片 が 出 土 して い る。

溝SD-8

本 遺 構 は 、B、C-2区 に て検 出 した溝 で あ る 。SX-14に 切 ら れ て お り全 体 の 規 模 は不

明 で あ る が 、 検 出長 軸4m、 最 大 幅1.5mを 測 る 。土 師 器 、磁 器 片 が 出 土 して い る。

溝SD-9

本 遺 構 は 、B-2区 に て 検 出 した溝 で あ る 。 長 軸2.9m最 大 幅1.3mを 測 る。 遺 物 は、 土

師 器 片 が 出 土 して い る。

溝SD-10

本 遺 構 は 、B・c-2区 に て検 出 した 溝 で あ る。 長 軸6.8m幅0.8mを 測 る 。 遺 物 は、 土

師 器 片 が 出 土 して い る。

溝SD-11

本 遺 構 は、B・C-2区 に て 検 出 した溝 で あ る。 長 軸2.8m幅0.7mを 測 る 。 遺 物 は 、 土

師 器 片 が 出 土 して い る 。

性 格 不 明 遺 構SX-1(図8図 版5)

本 遺 構 は、m5区 に て検 出 した 性 格 不 明 遺 構 で あ る 。調 査 区 外 ま で 広 が り全 体 の 規 模

は 不 明 だ が 南 北 に 長 い 隅 丸 方 形 を 呈 して い る。 検 出 長 軸6.5mを 測 る 。 遺 物 は 、 土 師 器 、

須 恵 器 、 黒 色 土 器 、 瓦 器 、 瓦 、 陶 器 片 が 出 土 し た。

性 格 不 明 遺 構SX-2

本 遺 構 は 、A-5区 に て 検 出 した性 格 不 明 遺 構 で あ る。最 大 幅2.7mの 不 整 形 を 呈 す る。

遺 物 は 、 須 恵 器 、 土 師 器 、 瓦 器 、 瓦 片 が 出 土 して い る。
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性格不明遺構SX-3

本遺構 は、B-6区 にて検出 した性格不明遺構である。調査 区南西隅 に位置 し調査区外

まで広が りをみせるため全体の規模は不明であるが、平面プランは直径約3.4mの 半 円形

を呈す る。遺物は、須恵器、土錘、磁器片が出土 している。

性格不明遺構SX-4

本遺構 は、B-6区 にて検出 した性格不明遺構である。調査区南西隅に位置 しSX-3に

切 られており規模 は不明であるが、長軸約2mの 不整形を呈 する。遺物 は、瓦質 土器、瓦

片である。

性格不 明遺構SX-5

本遺構 は、B-5区 にて検出 した性格不明遺構である。長軸2.2m、 短軸1.5mの 不整 形

を呈す る。遺物 は、土師器片が出土 している。

性格不明遺構SX-6

本遺構 は、B-4・5区 にて検出 した性格不明遺構である。一部 攪乱 によ って切 られて

いるが、長軸約6.5m短 軸約4mの 不整形 を呈する。遺物 は、土師器、瓦器、陶器、磁 器、

瓦片が出土 している。

性格不明遺構SX-7

本遺構 は、B・C-4区 にて検出 した性格不明遺構 であ る。調査 区外 まで広が り、全体

の規模 は、不明だが現状の最大幅4mで の不整形 を呈す る。遺物 は、土師器、陶器、磁器、

瓦片が出土 している。

性格不 明遺構SX-8

本遺構 は、B・C-3・4区 にて検出 した性格不明遺構である。長軸約5,5m、 短軸約2.

5mの 不整形 を呈す る。遺物 は、須恵器、土師器、陶器が出土 している。

性格不 明遺構SX-9(図9図 版6)

本遺構 は、A・B-3区 にて検出 した性格不明遺構である。東西に長軸約12m、 短軸約

5mの 不整形を呈す る。遺物 は、土師器、須恵器、瓦器、瓦片が出土 している。

性格不 明遺構SX-10

本遺構 は、B-3区 にて検 出 した性格不明遺構 である。長軸2,7m、 短軸2.6mの 不 整形

を呈する。遺物 は、須恵器片が出土 している。
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性格不明遺構SX-11

本遺構 は、C-3区 にて検出 した性格不明遺構 である。遺構が調査区外 まで広 がるたあ

全体の規模は不明であるが平面 プラン長方形を呈 し、検出長軸約1.5mを 測 る。

性格不明遺構SX-12(図9図 版7)

本遺構 は、m4区 にて検 出した性格不明遺構である。遺構が調査区外 まで広がるため

全体 の規模 は不明であるが平面プラン不整形を呈 し、検出長軸約5mを 測 る。遺物 は、土

師器、瓦器、陶器片が出土 した。

性格不明遺構SX-13

本遺構 は、B-2区 にて検出した性格不明遺構である。平面 プランは、東西 に長 い隅丸

長方形を呈 し、長軸1.5m、 短軸0.8mを 測 る。遺物は、土師器片が出土 している。

性格不明遺構SX-14

本遺構 は、B・C-2区 にて検出 した性格不明遺構であ る。遺構 が調査区外 まで広が る

ため全体 の規模 は不明出であるが平面プラン不定形 を呈 し、検 出長軸6m、 幅5mを 測る。

遺物は、土師器、須恵器、瓦器、磁器片である。

性格不明遺構SX-15

本遺搆は、B-2区 にて検出 した性格不明遺構である。遺構は長軸3m、 最大幅1.4m

の不整形を呈 し、SX-13、SX-14に 切 られている。

性格不明遺構SX-16(図 版8)

本遺構 は、B・C-1区 にて検 出した性格不明遺構 である。遺 構 は長軸6m、 短軸5m

の不整形を呈する。遺物は、土師器、須恵器、瓦器、陶器、瓦片が出土 している。

性格不明遺構SX-17

本遺構 は、C-1区 にて検 出した性格不明遺構である。調査区外 に広が るため全体 の規

模は不明であるが、平面 プラン半円形で直径約2.9mを 測る。遺物は、土師器片である。

性格不明遺構SX-18

本遺構 は、C-1区 にて検出 した性格不明遺構である。遺構は、調査区外に広がるため

全体 の規模 は不明であるが、平面 プラン不整形を呈 し、検出長軸2m,幅1mを 測る。

性格不明遺構SX-19

本遺構は、B-1区 にて検出 した性格不明遺構である。遺構は、調査区外に広がるため

全体の規模 は不明であるが、検出長軸3mを 測る。

一19一



4.出 土遺物

本調査 では古墳時代～近世にかけての遺物が出土 している。量的には中世、近世の遺物

が多 くを占める。中世以前の遺物 はごくす くない ものであり、中世か らの遺物はかな りの

量出土 してお り、 この地域 が中世以降 に開発されたことが想像 される。出土遺物の ほとん

どが小片で実測できなか ったが実測可能な遺物 について触れてみたい。

土坑SK-2(図10)

1は 、口径9.6㎝ を測るの土師器皿の破片である。底部 は平坦であり、横方 向のナデ に

より口縁部が短 く外反する。

2は 、口径14.0㎝ を測 る瓦器の口縁部 の破片である。 口縁部 は内外面共 に摩滅 してお

り調整 は不明であ る。

性格不明遺構SX-6(図10図 版10)

3は 、高台径3.0㎝ を測る陶器底部の破片である。内外面 に釉薬がかかる。

5は 、口径不明の磁器口縁部片である。こげ茶色を呈する。

図10.SK-2(1,2),SX-6(3,5),SX-7(4),出 土 土 器
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性格不明遺構SX-7(図10)

4は 、 口縁部か ら底部 にか けての磁器 の破片である。

性格不明遺構SX-9(図11)

6は 、復元口径11.4c皿、器高3.0㎝ を測 る土師器皿の口縁部か ら底部にかけての破片であ

る。底部 には指頭圧痕が残 り、口縁部 は横方向のナデを施す。

7は、 口径14.6cm、 器高2.7cmを 測る陶器口縁部破片である。内外面に釉薬を施す。

8は磁器の口縁部辺である。口縁部 は、緩やかに波打っ形 を呈 し内面の凹部 は布 目の痕

が残 り、目の細かし1布によって この叩凸を作 り出 したことが想像 される。色調は、淡青緑

色である。

9は 、すり鉢の口縁部片である。色調 は赤褐色である。

10は、高台径4.4㎝ を測 る磁器 の底部片である。全面 に釉薬 が施 され青色で模 様が描 か

れる。

性格不明遺構SX-12(図11図 版10)

11は、口径10.Oc皿を測る天 目茶碗片である。破片 は、底部を欠失Lた 口縁部か ら体部 に

かけての一部である。口縁部 は内湾 しなが ら立ち上が り、端部は外反 しておさまる。 臼縁

部か ら体部 にかけて茶褐色の粕薬が施され鈍い光沢 をもっ。

12は、高台径5.4cmを 測 る磁器茶碗 の底部片である。体部 に網かけ模様の染め付けが施

されている。

13は 、 口径9.6(洫 を 測 る 瓦 器 椀 の 口 塚 部 片 で あ る。 口 縁 部 は、 緩 や か に 上 方 に 屈 曲 し な

が ら外 方 に立 ち 上 が る。 口縁 端 部 は横 ナ デ を施 す 。

14は 、 陶 器 底 部 片 で あ る。

性 格 不 明 遺 構SX-14(図11)

15は 、 高 台 径4c皿 を測 る瓦 器 椀 底 部 片 で あ る。 高 台 は 、 は りっ け高 台 で横 ナ デ で 仕 上 げ

る。

16は 、 高 台 径4cmを 測 る磁 器 染 付 碗 底 部 片 で あ る。 内 面 に 染 付 模 様 を 施 す 。

性 格 不 明 遺 構SX-16(図11)

17は 、 復 元 口径10.Ocmを 測 る陶 器 口縁 部 片 で あ る。 口縁 部 は 内 湾 し端 部 で 外 反 す る。

18は 、 復 元 口径10.Oc皿 を 測 る陶 器 口縁 部 片 で あ る。

性 格 不 明 遺 構SX-19(図11)

19は 丶 復 元 高 台 径4.4cmを 測 る 陶 器 底 部 片 で あ る。
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図11.SX-9(6～10),SX-12(12～14),SX-14(15,16),SX-16(17,18),SX-19(19),出 土 土 器
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漁撈具(図12図 版9)

土錘 は本調査 において ほぼ全域で出土 している。小型 の ものは手つ くね整形 で ナデ

で 仕 上 げ て い る。

20、21はSX-9に て 出 土 し た 土 錘 で あ る 。 長 さ は と も に3㎝ で 直 径 は 約0.9cmあ る。

22は 、SX-14に て 出 土 し た 直 径1c皿 を 測 る土 錘 片 で あ る 。

図12.SX-9(20,21),SX-14(22,33),SX-19(23),SX-16(24,25),第3層(26～29,32)

SX-3(30),SX-12(31),出 土 土 器
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23は 、SX-19に て 出 土 し た 復 元 直 径1cmを 測 る土 錘 片 で あ る 。

24、25は 、SX-16に て 出 土 し た 土 錘 片 で あ る 。24は 粗 い っ く り で あ り 直 径1。6㎝ を

測 る 。25は 、 直 径1c皿 を 測 る。

26～29は 、包 含 層 か ら 出 土 した 土 錘 片 で あ る 。 直 径 は 、0.9cm～1.4cmを 測 る。

30は 、SX-3か ら 出 土 し た 長 さ2.4c皿 、 復 元 直 径3.Oc皿 を 測 る 土 錘 片 で あ る。

31は 、SX-12か ら 出 土 し た 長 さ4.Ocm、 復 元 直 径3.1cmを 測 る 土 錘 片 で あ る 。

32は 、 包 含 層 か ら出 土 した 長 さ4.Oc皿 、 復 元 直 径4.2cmを 測 る 土 錘 片 で あ る 。

33は 、SX-14か ら出 土 した 蛸 壺 把 手 片 で あ る。

鉄 製 品 ・鉛 製 品(図13図 版10)

34は 、 長 さ4.4c皿 を 測 る鉄 釘 片 で あ る 。 錆 が か な り進 ん で お り 断 面 の 形 も わ か ら な

い よ う な 状 況 で あ る 。

35は 、 長 さ3.4c皿 の 鉄 片 で あ る。 錆 が 進 ん で い る が そ の 形 か ら鍬 な ど の 金 属 部 分 が

柄 か ら抜 け る の を 防 止 す る た め の 金 具 の よ うで あ る が 定 か で は な い 。

36は 、 直 径1.3c皿 を 測 る 鉄 砲 玉 で あ る 。

包 含 層(図14図 版10)

37は 、 復 元 口 径10.4cmを 測 る 磁 器 口 縁 部 片 で あ る 。 器 種 は 茶 碗 で あ り、 外 面 に 藍 色

の 絵 模 様 が 染 め 付 け ら れ て い る 。

図13.SX-12(34),SX-9(35),第3層(36)出 土 遺 物

一24一



38は 、復元 口径6.2cmを 測 る磁器 口縁部片 である。

39は 、復元高台径6.2cmを 測 る磁器 口縁部片で ある。高台 は外方 に向か ってま っす

ぐにのびる。内外 面 に淡緑色 の釉薬が かかる。

40は 、復元高台径5.6㎝ を測 る磁器底 部片であ る。色調 は、 内外面共 に白色 を呈す

るが、高台内側 は、淡青色 を呈 する。

41は 、陶器破片で ある。

図14.第3層 出土土器

一25一



第4章 ま とめ

1.調 査のまとめ

今回の調査 は、加治神前畠中遺跡の段丘の端部分での調査で、調査地が工場跡地で ある

に もかかわ らず、多数 の遺構が検出されたことは一応の成果が得 られたといえる。

出土遺物か らこの調査区の歴史的変遷を考えてみることにする。

中世以前

遺物 は極 めて少ないが黒色土器 の破片が発見 されていることか ら、平安時代頃にはこの

周辺で人が生活 していた ことが推測 され る。 しか し、 この地域 は、海岸部 に位置 しており、

この時期 にはまだ耕作地 として開発 されていなか ったと考えられる。

中世

多 くの瓦器、土師器等が発見されておりおそ らくこの頃に この地区の開発 が行 われ るよ

うになったと思われる。開発後 は、掘立柱建物が1棟 検出されているものの主 に耕作地 と

して利用 されていたと考 えられる。また、周辺部集落にっいてはその様相がわか るよ うな

遺構 は検出されていない。今後 の調査による成果を待ちたい。

近世

多 くの陶器、磁器等が発見 されている。その中には貝塚寺内町で多 く発見 されてい る陶

器、磁器 と同 じものも多 く含まれてお り、少なか らず員塚寺内町と関係が大 きい地区であっ

たということがで きるだろう。この時期 にもこの地域は引 き続 き耕作地であ ったと考 え ら

れる。また、本調査区において多数検出された性格不明土坑 は、地山を構成す る粘土層 を

建築材料 として利用するために土 を掘 り採 ったためにで きた土採 り坑であると思われる。

この土採 り坑については別項で触れることにす る。

近代 ～現代

詳 しくはわか らないが、少な くともここに工場がで きるまでは本調査地 は耕作地 として

利用 されていたと思われる。工場 は鋳物工場であり調査地において も鋳物 くずを投棄 した

穴が多 く検出 されている。また調査区より海側に至 っては、府道堺阪南線 の高さまで地 面

が削 られてお り地山面が露出 している状態であった。

以上のようにこの調査か らわかり得 る歴史的変遷を考えてみたがまだまだこの地域 にっ

いて不明な点 は沢山ある。今後の調査の成果 とあわせて考えて行 きたい。
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2.粘 土採掘坑について

本調査において、多 くの性格不明土坑 を検出 した。この土坑 は、深 さ0.2～0.3m程 度で

最大のもので長軸121n、 短軸5mと いった広範囲に及ぶ もの もある。 また、 この土坑 は、

粘土の地 山部分を掘 り下げた土坑である。本調査区 の地山土 は、黄色粘土、礫、黄色粘土

礫混 じりの層か らなっていて、地山の粘土が厚 い所で この土坑が広範囲で分布 してい る。

このようなことか らこれらの性格不明土坑 は粘土採 掘坑であると考え られる。

これまで市内において粘土採掘坑 は貝塚中央線新設にともなう試掘調査 において検出さ

れたものだけである。 しか し、この粘土採掘坑 は明治以来生産が開始 されたレンガの材料

として大量 の粘土が必要 とされて掘 られた もので性格を異 にす る。その規模 は地形を変化

させ るような大規模 なものであ り現地表面 より最深部で2m以 上掘削 をうけた部分がある。

この粘土採掘坑 に比 べると本調査区において検出された粘土採掘坑 は、その規模か らして

建築材料 として使用されたと思われる。その時期 は、発見された遺物か ら近世である と思

われる。 もしかするとここで採 られた粘土は貝塚寺 内町のどこかの家の材料 として使 われ

たのか もしれない。 というのは、貝塚寺 内町は海岸 に面 してお りその範囲のほとんどの地

盤が砂であ る。そのため建築材料 として必要な土を得 ることが出来ないため寺内町周辺 の

地域か らその材料を得 る必要があったと思われるか らである。

現在では粘土 は建築材料の変化 により壁土や屋根 に瓦を葺 く際に使われ ることが少な く

なったためあまり掘 られな くなったが必要 に応 じて見近な場所 より耕作土 を取 り除き床土

下の粘土 を掘取 るとい う方法で粘土 とりが行われていた。最近では沢西遺跡でも方形の粘

土採掘坑が検出されている。これか らの調査で もこういった遺構を注意深 く見ていきたい。
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i.調 査区北部 西より

2.調 査区中央部 西より
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1.調 査区北部 北より

2.調 査区北部全景 南 より
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東より

南より

1.SB-1

2.同 上
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1.SK-1、SX-1、SX-20南 よ り

2.同 上 南 よ り
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1.SX-9北 よ り

2.同 上 南 よ り
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1.SX-12南 よ り

2.同 上 西 よ り
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1SX-16北 よ り

2.同 上 南 よ り
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SX-9(20.21)SX-14(22)SX-19(23)SX-16(24.25)第3層(26～29.32)

SX-3(30)SX-12(31)
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SX6(5)SX-12(11～14)第3層(34～36)
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